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知的障害特別支援学校における仲間と共に遊びの世界に浸り主体的に遊ぶ姿を目指した「遊びの指導」のあり方

Ⅰ．はじめに
1．目的
特別支援学校学習指導要ᬻᜓᝢ፱Ҭ編（ࢺሓ部・小学

部・中学部）（文部科学ᅁ，2009）にɂ，「遊びの指導」

について「遊びを学習活動の中॑にૄえてりጸみ，ᡵ

体活動を活発にし，仲間とのかかɢりをし，意ඕ的な

活動をɂȣくみ，॑ᡵの発ᤎをしていくものȺある」

とްᏲȨɟているǿȰこȺᇉȨɟている5つのႡ意点ɂ，

ḧ児がሥ的に遊ぼうとするၥہをᜫްすること，Ḩ

教員と児，児պۢのかかɢりをすことがȺきるɛ

う，場のᜫް，教員の対応，遊щ等を܁ࡾすること，ḩ

ᡵ体活動が活発にࠕ開Ⱥきる遊びを۹くりоɟるɛう

にすること，Ḫ遊びをȺきる᪅りҤ᪅することなく，児

のϧ康面ɗᚖ生面にᥓਁしつつ，ާпにᤣべる場ɗ遊

щをᜫްすること，ḫ自ら遊びにりጸɓことがᫍしい

児にɂ，遊びをしたり，遊びにȶたりして，いɠ

いɠな遊びがጽ験Ⱥきるɛうにᥓਁして，遊びのഒしȨ

を֞ɢえるɛうにしていくこと，ȺあるǿこのްᏲɗႡ

意点ɂૌഈをᚐう上Ⱥ۾Ғな指ᦉとなるものȺあるが，

実᪨にૌഈをᚐうにɂɛりщ体的な子どもの姿を明らか

にし，Ȱɟをऀきҋすたɔのщ体的な͑ᝢが॒要Ⱥあるǿ

藤 ¬ ̾野（2015）ɂ，指導者ɂ遊びの指導Ⱥどのɛう

な指導をしɛうとしているかの教࢙の意識を明らかにす

る研究をᚐȶているǿȰこからᇉȨɟた教員が目指す児

の遊びの姿ɂ，主として「自主的，自発的」「ͅ者と

かかɢる」「ྒ中，ۼ中」の˧つȺあるǿこɟらのキー

ʹードをりоɟ，本実践Ⱥɂ遊びの中Ⱥ目指す児の

姿を「仲間と共に遊びの世界に浸り主体的に遊ぶ姿」と

するǿ「遊び」に関するこɟɑȺの研究ɂ ¬ えɃ ¬ ρ

別のჵ育ɗීᜆとの関ɢりの中Ⱥ自ᩐდ児の遊びスキル

の獲得を目指したもの（上野・神山・野֒ ¬2009）ɗࢺ

児の遊びに関するもの（山名 ¬2011）（᭫野・藤田・သ・

竹内・ై ණ内・ࠆ ¬2010）（藤 ¬2014）などが۹くあるǿ「遊

びの指導」に関しての研究Ⱥɂ ¬ റȁなᬻ域・教科を合

ɢȮた力を育てるたɔに「遊びの指導」をᚐȶていくこ

とを૬כしているもの（ຝᣃ，2017）ɗ教࢙の意識を調

査したもの（藤・̾野，2015）など教࢙のϫからた

遊びの指導というૌഈについて論ȫているものがあるǿ

「遊びの指導」のૌഈにおける子どもᤎに関する研究Ⱥ

ɂ ¬ ͅ児とのかかɢりをऀきҋすたɔの教࢙の支援をト

ランスクリプトȺ理したもの（仲ᅸ・中ࠆ・竹内 ¬2014）

があるが ¬ 対象となȶている児ɂ 2 名Ⱥあり ¬ ૌഈに

Վӏしている子どもᤎп員を対象にしておらȭ ¬ ɑた支
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摘要

本研究Ⱥɂ，特別支援学校小学部Ⱥの「遊びの指導」において，「自主的，自発的」「ͅ者とかかɢる」「ྒ中，ۼ中」

をキーʹードとした子どもの姿をऀきҋす実践をᚐȶたǿᄾಏ（2015）が作成した自ᩐდのある児に遊びの指導を

実ஃする᪨のႡ意点（12ᬱ目）ɗʪーブʫント教育のᥓਁ̜ᬱ（9ᬱ目）をՎ考にしながら，自ᩐდをֆɔたᪿيɋ

の遊びの指導におけるૌഈづくりのɛりщ体的な͑ᝢをて実践をᚐȶたǿ͑ᝢのܵछ性を実践の子どもᤎの姿にɛ

り検ᜳし，͑ᝢに基づいた「遊びの指導」のૌഈづくりのあり方について૬したǿ
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援内߁もᕹのɗりとりについて的をፄȶた研究となȶ

ているǿ藤・̾ 野（2014）ɂ ¬ 特別支援学校における「遊

びの指導」のૌഈのᜊ察をᚐい ¬ 教࢙が子どもの遊びの

ᚐའ的・現象的ϫ面のੰ૱にきをᏚき ¬ 子どもᤎの内

面的なϫ面のੰ૱が要Ⱥあることを指ଊしているǿし

かし ¬ Ȱの内面をどのɛうに支援していくかについてɂ

検討Ȩɟていないǿ

ȰこȺ本研究Ⱥɂ ¬ ᚐའ的なϫ面だけȺなく内面的な

ϫ面もֆɔて上記の 3つのキーʹードをりоɟた子ど

もᤎの姿をऀきҋすたɔにどのɛうに考え ¬ どのɛうな

をᚐうことが॒要Ⱥあるかを明らかにすることを目܁ࡾ

指すǿ

本研究における子どもの遊びの内面的なϫ面とɂ，щ

体的にɂ子どもがᚐའとして遊ɦȺいる姿の٠իにある

遊びの世界に浸ȶてなりきȶたり，ɗりたくなる持

ȴ，ʹクʹクした持ȴ，ぶ持ȴをもȶたりするこ

とを指すǿこɟらɂ，Ȱɟȱɟが遊びの世界をイʫージ

すること，感情が動くことが॒要Ⱥあると考えらɟ，Ȱ

ɟらを支援することが内面を支援することȺあるとްᏲ

するǿ

本研究Ⱥɂ ¬ 上記にમȥた子どもの姿をऀきҋすにあ

たり ¬ ͏˩の̝つをՎ考に͑ᝢをてた上Ⱥ実践をᚐう

ことにしたǿ一つ目ɂ ¬ ᄾಏ（2015）が作成した「自ᩐ

დのある児に遊びの指導を実ஃする᪨のႡ意点」Ⱥあ

るǿこɟɂ ¬「ᴿᵄᵊを効果的に活ႊするǿ」「視ᜁ的に

分かりɗすい教యを活ႊするǿ」「どの活動をするのか̜

ҰにᤣȨȮるǿ」などの 12 ᬱ目からഫ成Ȩɟているǿ

̝つ目ɂ ¬「ʪーブʫント教育におけるᥓਁ̜ᬱ」Ⱥあるǿ

こɟɂ びɗ意ඕを子どもの）「びと自主性の視」¬

生ɓɛうなᤆ動を考えること）¬「Ӂᣲ性の視」（子ど

も自ᡵにいどɑȮたり ¬ イʫージ化ȨȮるᤆ動が॒要）¬

「า意力・ᪿ中力の視」（活動の中に ¬ フɫンタジーの

状況を作る）などの 9ᬱ目からഫ成Ȩɟているǿ

こɟらをՎ考にしながら，自ᩐდ児をֆɔたᪿيɋの

遊びの指導におけるૌഈづくりのɛりщ体的な͑ᝢを

て，実践をᚐうǿૌഈ実践から得らɟたፀ果（子どもᤎ

の姿）をもとに，͑ᝢを検ᜳし，特別支援学校小学部に

おける「遊びの指導」のあり方について検討することを

目的とするǿ

2．本研究の仮説
͏上のɛうに ¬ аᚐ研究の視点をՎ考にして͏˩の͑

ᝢをてたǿ

仮説①遊びの世界にऀきᣅɓたɔのၥہにɛり，子ども

պۢが遊びの世界を共して遊ぶ姿をऀきҋすこ

とがȺきるǿ

仮説②子どもᤎにとȶて遊びの世界の象ौとなるキʭラ

クターとなる教員がいることにɛり，遊びに関॑

をもȶたり，ɑɀをしたいという持ȴɗ姿をऀ

きҋしたりすることがȺきるǿ

仮説③遊びに関することȺどうしたいかを自分Ⱥ考えた

り，ᤣᑆをᤣɦだりすることをᎱりᣌす中Ⱥ，

主体的に遊ぶ姿をऀきҋすことがȺきるǿ

仮説④自分Ⱥ作ȶたものをΈႊすることȺ，遊びの活動

に対してঢ়着をもȶて遊ぶ姿をऀきҋすことがȺ

きるǿ

仮説⑤ௐ段の生活の中Ⱥ子どもᤎが日ࢠ的にዊ単にȺき

ることと，ᣡにあɑりጽ験Ⱥきないことを活動に

ጸみᣅɓことȺ，ɗȶてみたい持ȴをऀきҋし，

生き生きと活動する姿をऀきҋすことがȺきるǿ

仮説⑥子どもᤎにとȶての意外性のある内߁をりоɟ

ることȺ，子どもᤎの中にʹクʹクした持ȴを

ऀきҋすことがȺきるǿ

仮説⑦単元のഫ成を܁ࡾすることȺ，子どもᤎの遊びの

世界をᣩҒɟȨȮることなくいɠいɠな遊びをጽ

験ȨȮることがȺきるǿ

Ⅱ．方法
1．実施内容について
1）指導対象
対象児ɂ，ᵑ۾学᪀ࠖ特別支援学校（͏˩ᵑ᪀ࠖ特

別支援学校とする）の小学部に在する 1学ࢳ～ 3学ࢳ

の 9 名（表 1）Ⱥあるǿ

2）指導期間及び形態
指導ɂ，ᵑ᪀ࠖ特別支援学校の遊ੌにて

2017 ࢳ 9 ఌから 2018 ࢳ 3 ఌɑȺ，１回 45 分間の「遊

びの指導」ૌഈを 20 回，対象児 9 名，指導者 4 名

の体Ҥにて実ஃしたǿ

2．指導内容について
本校の本ࢳ度のࢳ間႕ɂ，9 ఌ～ጨయ遊び（ጤ），

12 ఌ～ȧȶこ，2 ఌ～おࠎࣆȨɦȧȶこȺあȶたǿこ

ɟらの内߁を॔者をʐーʨにした単元ഫ成にしたǿ一つ

目の単元Ⱥɂ ¬ ऐい॔者になるたɔの修ᚐとしてᡵ体を

動かしてᚐうጨయ遊びをᚐい ¬ ̝つ目の単元Ⱥɂ ¬ ॔者

がম者をɗȶつけるᜫްȺȧȶこをᚐい ¬ ˧つ目の単

元Ⱥɂ ¬ おᒆがሳいた॔者のたɔに॔者村にレストラン

を作るというᜫްȺおࠎࣆȨɦȧȶこをᚐȶたǿఊऻに

ɑとɔをᚐい ¬ 子どもᤎとળりᣌりをᚐȶたǿ

3．全体計画
յ単元をつなȥた႕を表 2 にᇉすǿ

1）単元「忍者になって紙で遊ぼう！」（9月～）につい
て

（1）単元設定の理由
̾回の単元ɂ，ጤのጨయ遊びをᚐうǿᡵ近にあるጤȺ
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段階 1ඒ 2ඒ 3ඒ 4ඒ

間指導႕ࢳ ጨయ遊び ȧȶこ おࠎࣆȨɦȧȶこ

単元名
॔者になȶてጤȺ遊ぼう

（॔者修ᚐ）
ম者をɗȶつけɛうᴞ ॔者村におࣆを作ɠうᴞ ɑとɔ

表 2　全体計画

遊べることɗいɠいɠな遊び方があるということを知ȶ

てȰのഒしȨを֞ɢうこと，Փᤎと一緒に遊ぶことをɀ

らいとしたǿᡵ体を動かして遊ぶことが好きな子Ζたȴ

なのȺ，ᡵ体を動かすことを中॑にし，子Ζたȴにとȶ

て意外性のある遊びを۾人が॔者として૬ಘすること

Ⱥ，子Ζたȴがʹクʹクする，ɗȶてみたいという持

ȴを高ɔ，॔者ȧȶこの世界に浸りながらഒしく遊ɦȺ

Ɏしいと考えたǿ

（2）単元の目標
目ൈḧ：Փᤎと一緒に॔者ȧȶこをして，修ᚐにて

ていɠいɠなᡵ体の動かし方をしてഒしɓこと

がȺきる

目ൈḨ：ጤの上に̋ȶたり，ᡵに͇けたり，᜔ɟたりし

てጨయを֞ɢȶて遊ぶことがȺきる

（3）指導期間
2017 ࢳ 9 ఌ～ 10 ఌ，п 5回

（4）指導の実際
॔者になȶた子どもᤎが ¬「॔者のᜆ分」というキʭ

ラクターに॔者のᚓを教ɢり ¬ ऐい॔者を目指して修ᚐ

をᚐうǿ

「ʞタのᚓ」Ⱥɂ ¬ にてて۾きくࢿȥたビʕー

ルシートの֚りを子どもᤎがᠨり回り ¬ タンブリンのᬩ

（１回）がᱝȶたらにоȶてඬきながらืȣ動きをす

るǿඒにタンブリンのᬩがᱝȶたら ¬ の上にたくȨɦ

˶べらɟたጤȺȺきたᕹȶɄの上に̋り ¬「॔者のᜆ分」

（ɑたɂՓᤎ）をɑɀてʧーʄをし ¬「ʞタ」とඨɑるǿ

「Ɉɢȶと๙くᚓ」Ⱥɂ ¬3 ሗ᭒の長Ȩのጤʐープ

（130ãí¬150ãí¬180ãí）から一つをᤣび ¬ Ȱのጤʐープ

をᒂに着けてࣂに͇かないɛうに๙かȮるɛうにしてᠨ

るǿ

「ᣥ明人間のᚓ」Ⱥɂ ¬ ビʕールプールに۾ᦀのシʯ

レッʊーጤをоɟ¬Ȱのシʯレッʊーጤの中をȶたり¬

教࢙ɗՓᤎにシʯレッʊーጤをけてもらȶたりするǿ

2）単元「悪者をやっつけよう！」について
（1）単元設定の理由

̾回の単元ɂ，Ұ単元のጤのጨయ遊びからつなȥて

のある遊び（ȧȶこ）をᚐうǿጤの新ᐨጤȺ९い९い

のҶを作り，ȰのҶを活ႊし，ఊऻにɂম者をɗȶつけ

る遊び（ȧȶこ）につなȥていくǿম者がमȺあ

ることを理ᜓし，ᡵ体を動かすことを中॑にした活動を

ᚐいながらルールのある中Ⱥ対関Ρをഒしɓことをɀ

らいとしたǿ子Ζたȴが॔者ȧȶこの世界に浸りながら

ഒしくȧȶこのルール遊びに᜔ɟてɎしいと考えたǿ

（2）単元の目標
目ൈḧ：新ᐨጤȺҶを作り，ȰɟをΈȶてᡵ体を動かし

て遊ぶことがȺきる

目ൈḨ： リレー方ࣻȺՓᤎと̬代してҶȺ新ᐨጤをȶ
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たり新ᐨʦールを的にੵȥたりして遊ぶことが

Ⱥきる

目ൈḩ：॔者मɗম者मに分かɟてɗȶつけたりɗȶつ

けらɟたりして遊ぶことがȺきる

（3）指導期間
2017 ࢳ 11 ఌ～ 12 ఌ，пᴴ回

（4）指導の実際
॔者になȶた子どもᤎが ¬「Ҷのᚓ」をᚐい ¬ ҶをΈȶ

てజの実をるǿম者がజの実をࣂにɃらɑくいたȭら

をするのȺ ¬ п員Ⱥম者の的ɗম者मの教࢙に向かȶて

జの実をੵȥるǿп員が॔者にとȶてম者が対関Ρ

にあることを理ᜓしたとこɠȺ ¬ ম者मも子どもᤎがᚐ

うǿజの実をੵȥつけらɟてυɟたম者ɂ ¬ ণしがȶて

ᣟȥ ¬ ॔者ɂম者をɗȶつけたことをみɦなȺぶǿ

3）単元「忍者村にお店を作ろう！」について
（1）単元設定の理由

̾回の単元ɂ，おࠎࣆȨɦȧȶこをᚐうǿҰȁ回の単

元のጤのጨయ遊びのํɟをみ，ጤɗフɱルトなどᡵ

近なものȺ好きなଐଵの᭥べ物を作るഒしȨを֞ɢい，

作ȶたൌଵの᭥べ物をΈȶて教࢙ɗՓᤎとȧȶこ遊びを

することをɀらいとしたǿおࠎࣆȨɦのٍを感ȫら

ɟるɛうに，ൌଵのおᦂをΈႊし，Ȱのおᦂをоɟる៣

も子どもᤎがȰɟȱɟਖ਼作りすることにしたǿ子Ζたࢎ

ȴが日ࢠ生活をѓ現しながら，おᦂをȶたりもらȶた

りなどのȰɟɎどጽ験の۹くない，Ⱥもɗȶてみたい活

動をりоɟ，ʹクʹクした持ȴをもȴながらഒしく

遊ɦȺɎしいと考えたǿ

（2）単元の目標
目ൈḧ：ጤɗフɱルトɗේጓなどᡵ近なጨయをΈȶてൌ

ଵの᭥べ物を作ることがȺきる

目ൈḨ：おࣆȧȶこȺɂࣆ員मɗमをして᭥べ物ɗお

ᦂのɗりとりをして遊ぶことがȺきる

（3）指導期間
2018 ࢳ 1 ఌ～ 3ఌ，п 8回

（4）指導の実際
॔者になȶた子どもᤎが ¬ おᒆがሳいた「॔者のᜆ分」

のたɔに᭥べ物を作るǿఊқɂ「॔者のᜆ分」に᭥べ

ȨȮるたɔにᚐうが ¬ ़ȁに教࢙ɗՓᤎのたɔに作ȶた

り ¬ ൌଵのおᦂのɗりとりをᚐいながらࣆ員मとमを

̬̠にᚐȶたりするǿおࣆのҰにキʭスターʦードのʚ

スがɗȶてきたら ¬ おᦂを持ȶている児ɂҶɗజの実

を持ȶてʚスに̋り ¬ ࣗ˩にいるの的をҶɗజの実を

Έȶてɗȶつけるǿ

4．評価方法について
ૌഈ者 2 名（ᵑ 1，ᵑ 2）からたૌഈ中の子どもᤎ

の姿おɛびߋ山۾学᪀ࠖ学校ٛ共պ研究プロジɱクト

ʪーブʫント部会のʫンʚー 3 名のૌഈ記録のラʣル，

Ȩらに記録႕Ѕ等から͑ᝢに関する子どもᤎの姿をΙ

するǿ

Ⅲ．結果と考察
1．単元「忍者になって紙で遊ぼう！」で行った仮説に
基づく工夫と児童の変容

本単元のํɟを表 3にᇉすǿ

（1）仮説①について
仮説①に関する工夫
・॔者になȶた持ȴȺ遊ぶことがȺきるɛうに，衣

装としてスɵーフをᡵ体にࢊき͇けたり，活動の名

Ұを॔者の「ȃȃのᚓ」として名͇け，ࢊ物Ⱥひも

をऀいてȮたりする（َ 1）ǿ

図１　スカーフを巻き付けた忍者と活動を示した巻物

仮説①に関する子ども達の姿
・ௐ段ɂ自らՓᤎとպȫタイミングȺ活動を始ɔɛう

とすることがߵないが，Փᤎがスɵーフをਖ਼に持ȴ

॔者に۰ᡵしɛうとしていると，自ら好きな色のス

ɵーフをਖ਼にȶて体にࢊき͇けɛうとしていた

（ᴿ児）ǿ

・ఊқɂᒂにだけスɵーフをࢊき着けていたが，ɛり

表 3　素材遊び（忍者になって紙で遊ぼう）の単元の流れ

活動名 ॔者に۰ᡵ 「ʞタのᚓ」 「Ɉɢȶと๙くᚓ」 「ᣥ明人間のᚓ」

活動内߁
ጤに̋ȶて遊ぶ，

ᐱいて動く，ൌώ
ጤʐープを͇けてᣱくᠨる シʯレッʊーጤに᜔ɟて遊ぶ

開ࠕ

・スɵーフをᡵ体

にࢊき͇ける

・タンブリンのᬩをᐱいて

ᕹȶɄ（新ᐨጤ）の上につǿ

・ᕹȶɄの上Ⱥ॔者のᜆ分

（本）をɑɀてʧーʄをするǿ

・本मを児がᚐうǿ

・ጤʐープの長Ȩ

（130ãí¬150ãí¬180ãí）をᤣぶǿ

・༬ɃȨみȺᒂに着けるǿ

・部ࠎの中をᠨり，ےにタッ

ʋしたら元の場にるǿ

・シʯレッʊーጤがоȶてい

るビʕールプールの中にоるǿ

・教࢙ɗՓᤎにシʯレッʊー

ጤをけてもらȶたり，ጤの

中にȶたりするǿ

関連する͑ᝢ ͑ᝢḧ，͑ᝢḨ ͑ᝢḨ，͑ᝢḩ，͑ᝢḭ ͑ᝢḨ，͑ᝢḩ，͑ᝢḭ ͑ᝢḨ，͑ᝢḫ，͑ᝢḭ
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知的障害特別支援学校における仲間と共に遊びの世界に浸り主体的に遊ぶ姿を目指した「遊びの指導」のあり方

॔者らしくなるたɔに「にも着けたい」とȶて，

着けるɛうになȶた（ᵀ児，ᵃ児）ǿ

ᕹをᐨいただけȺЅしたりイʫージをᒗらɑȮた

りすることがᫍしい子どもᤎにとȶて，ዊ単な衣装だȶ

たり，ٍを感ȫるࢊ物があȶたりしたことȺ॔者の

世界に᜔ɟ，ȨらにȰɟȱɟがイʫージする॔者になȶ

ていくറ子がらɟたǿૌഈのጶɢりに，教࢙が「スɵー

フをとȶて人間にȶてくだȨいǿ」とうと，子ども

ᤎのᝈし方ɗ動き方が۰ɢり，元のいつもの姿にるറ

子がらɟたǿ子どもᤎにとȶて，ʬʘが遊びの世界に

оるたɔのスイッʋになȶているɛうだȶたǿ

（2）仮説②について
仮説②に関する工夫
・子どもᤎがɑɀをしたいと९えるキʭラクターとな

るɛうに，衣装を着てᝈし方ɗ一つ一つの動きを॔

者らしくえるɛうにするǿ（本実践Ⱥɂ，「॔者の

ᜆ分」というキʭラクターにするǿ）

仮説②に関する子ども達の姿
・॔者と活動Ⱥきることをഒしみにし，َ 2のɛうに

ૌഈが始ɑるҰから॔者がᄊ場するɶラスੑをい

たり，ੑ を開けたりしてशȴഫえるɛうになȶた（ᴿ

児，ᵃ児，ᵄ児，ᵅ児，ᵆ児）ǿ

図２　忍者の親分が来ることを楽しみにして待つ子ども達

・ૌഈ中にᝈすときにɂ，「～Ⱥȧȩるǿ」と॔者のᜆ

分をɑɀてᝈすɛうになȶた（ᵃ児，ᵄ児）ǿ

・ᠨるときにɂ，しɖがɦȺ姿ӯをͲくしながらᑼを

ᑢのҰにした状態Ⱥすり足をしてᠨるɛうになȶた

（ᵀ児）ǿ

「॔者のᜆ分」ɂ，ߕȺ۹くを語らないキʭラクター

だȶたが，子どもᤎの॑をしȶかりとૢみ，回をɀる

ȧとに॔者をɑɀɛうとする子どもᤎの姿がらɟるɛ

うになȶたǿ「॔者のᜆ分」のᄊ場する場をු回պȫ

場からにしていたとこɠ，早く॔者のᜆ分をたくて，

ૌഈҰから子どもᤎɂȰの場にい߆Ȯらɟるɛうに

なȶていȶたǿキʭラクターに対して，面ᄌい，ഒし

い，好きだとȶた持ȴが子どもᤎのᚐ動に表ɟてい

たǿ活動の一つとしてᚐȶた「ʞタのᚓ」ɂ，子どもᤎ

が本をɑɀてൌώをする活動ȺあȶたǿȰの中Ⱥ，

本मを「॔者のᜆ分」がఊқにᚐȶたからこȰ，子ども

ᤎɂɑɀをしɛうとൌώをᬷ張り，Ȩらにਗɟの॔者の

ᜆ分のɛうにみɦなの本मをしたいという意ඕにもつ

ながȶたと९ɢɟるǿ

（3）仮説③について
仮説③に関する工夫
・主体的に遊ぶことがȺきるɛうに，ᤣᑆからᤣɦ

だり，自分Ⱥ考えたりするൡ会をᜫけるɛうにするǿ

（「ʞタのᚓ」Ⱥɂ，ՓᤎのҰȺどɦな本をȮる

か，「Ɉɢȶと๙くᚓ」Ⱥɂ，ጤʐープの長Ȩをୣ

ሗ᭒のᤣᑆからᤣぶ）

・こɟɑȺɗȶた॔者のᚓの中Ⱥഒしいと९うᬲႭ，

ɗȶてみたいᚓ，ͷ色の॔者になりたいかを尋ɀる

アンケートをп員にᚐȶた（َ 3）ǿ

図３　子ども達に行ったアンケートの様式

仮説③に関する子ども達の姿
・「ʞタのᚓ」Ⱥɂ，Ұに本をしたՓᤎとどこをど

う۰えɛうかと真Ҷに考えているറ子がらɟたǿ

本をȮるときにɂ，「Їをてーᴞ」とՓᤎに

をけるなど，ʧーʄをՓᤎにɑɀてۦしȰうにݼ

もらうことにݼしȨを感ȫてるറ子もらɟた（ᵃ

児，ᵄ児，ᵅ児）ǿ

・「Ɉɢȶと๙くᚓ」Ⱥɂ，ጤʐープの長Ȩをたり，

Փᤎがᤣぶറ子をたりしながら，着けたいጤʐー

プをขɔて「ȃ色したい」と自分から教࢙にͤえる

姿がらɟた（ᵂ児）ǿ

・アンケートに書かɟた質ץを読ɦだり，教࢙の質ץ

にኌえたりして，ഒしかȶたᚓ，こɟからɗȶてみ

たいᚓ，衣装の色をᤣぶことがȺきた（п員）ǿ

子どもᤎの実態から考えると，ͷもないᴭから考える

ことɂɑだᫍしいǿしかし，「ʞタのᚓ」Ⱥ本मをし

た子どもᤎɂ，ఊқに॔者のᜆ分がȮた本にߵしȭ

つ۰化をӏえ，ፀ果的にɂȰɟȱɟがᤏうʧーʄをɗȶ

てȮていたǿȰのʧーʄɂขして۾きなᤏいȺɂな

かȶたが，自分Ⱥ۰化をӏえて考えたʧーʄにȰɟȱɟ

が満足しているറ子Ⱥ，ɑた自分が考えたʧーʄをみɦ

なにɑɀてもらえることにびを感ȫているറ子だȶ

たǿ「Ɉɢȶと๙くᚓ」Ⱥɂ，ጤʐープの長Ȩɂ 3 ሗ᭒

ໄ϶していたǿᣱくᠨることに自αがあり一Ⴍ長い長Ȩ

にすȣにભしたがる児，Փᤎがᤣɦだറ子をて自

分もɗȶてみɛうとᤣぶ児，ᡵ体が小Ȩく自分のᡵ体
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に合ȶた長Ȩを考えたのかᅽい長Ȩをᤣぶ児，長Ȩɛ

りጤʐープの色をて，好きな色のጤʐープをᤣɦだの

Ⱥɂないかと९ɢɟる児ǿ理ႏɂȰɟȱɟႱなるけɟ

ども，Ȱɟȱɟが考えてᤣび，だからこȰこɟをしたい

と意९をもȶて主体的にɗɠうとするറ子がらɟたǿ

॔者のᚓについて，子どもᤎにアンケートをȶて͏

᪃，子どもᤎから「ȃȃのᚓഒしかȶた」，「ȃȃのᚓɗ

りたい」という発が増えたǿͅ者（教࢙）からץɢɟ

ることȺ，子どもᤎの中Ⱥ自分ɂͷがഒしかȶた，ͷを

したいかが明らかになり，Ȱɟにɛȶて持ȴɗ意९の

表明がᠭこり，ፀ果として主体的にりጸɓ姿につな

がȶていȶたと९ɢɟるǿ

（4）仮説④について
・本単元Ⱥɂなし

（5）仮説⑤について
仮説⑤に関する工夫
・ɗȶたことがないけɟどɗȶてみたいという持ȴ

をऀきҋすɛうに，۾ᦀのシʯレッʊーしたጤをビ

ʕールプールの中にоɟ，᜔ȶたりᡵ体にけたり

ጤの中にоȶたりして遊べる活動をᜫけるǿ

仮説⑤に関する子ども達の姿
・ໄ϶がȶていない状態からビʕールプールにоɠ

うとしたり，中にоるとシʯレッʊーጤの感᜔をഒ

しɦȺなかなかҋɛうとしなかȶたりするറ子が

らɟたǿ（ᴿ児）

・Փᤎのᡵ体にたくȨɦのシʯレッʊーጤがけらɟ

たറ子をて，「えなくなȶȴɖȶたー」とݼし

Ȱうにᝈしていた（ᵁ児）ǿ

・ௐ段ɂなかなかጽ験Ⱥきない活動をび，遊びの指

導のૌഈのҰ日にɂ，家࣍Ⱥも「明日ᣥ明人間のᚓ

したい」とᝈすɛうになȶた（ᴾ児）ǿ

子どもᤎにとȶてビʕールプールにоȶて水遊びをす

ることɂጽ験のあることȺɂあるが，Ȱɟを水Ⱥɂなく

シʯレッʊーጤにしたことȺ日ࢠにɂない日ࢠの活

動となȶたǿシʯレッʊーጤを᜔ること ¬ ᡵ体にける

こと ¬ ጤの中にること ¬ Ȱのどɟもが新ᰚȺͷ度もɗ

りたい持ȴにつながȶた児 ¬ 感᜔だけȺɂなくጤに

ɛȶてՓᤎがえなくなȶたことに͇いて面ᄌがる児

などȰɟȱɟの実態に応ȫた発ɗ面ᄌȨがあり ¬ Ȱ

ɟにɛȶて生き生きと活動をする姿につながȶたと९ɢ

ɟるǿ

（6）仮説⑥について
・本単元Ⱥɂなし

（7）仮説⑦について
仮説⑦に関する工夫
・子どもᤎの遊びの世界がᣩҒɟることのないɛう

に，一つの活動がጶɢるȧとに，「॔者のᜆ分」のキʭ

ラクターにᤎ成度を認ɔてもらい，Ȱɟから別の॔

者のᚓとして新しい活動にоȶていくɛうにするǿ

仮説⑦に関する子ども達の姿
・॔者のᜆ分に「ɑだɑだ修ᚐが足りない」とɢɟ

ると，ণしがるറ子をȮながらもඒの活動（ᚓ）

に意ඕをȮるറ子がらɟた（ᵄ児）ǿ

子どもᤎが遊ɦȺいてഒしい面ᄌいと感ȫていると

きȺも ¬ 間にɂ᪅りがあるǿጶɢらないといけないこ

ともあɟɃ ¬ ඒの活動にሉらなけɟɃならないこともあ

るǿȺも ¬ȰこȺ「間になȶたからጶɢりɑすǿ」とȶ

てしɑȶたら ¬ Ȯȶかくの子どもᤎの浸ȶている持ȴ

がիིしになȶてしɑうǿ１校の中Ⱥも ¬ 活動が۰化

するときɗጶɢるときに ¬ 子どもᤎが遊びの世界にоȶ

たɑɑȺいらɟるɛうに ¬ 子どもᤎの遊びの世界をەȨ

ないɛうにጶɢることがఊऻɑȺഒしかȶた持ȴにつ

ながȶたのȺɂないかと९ɢɟたǿ

表 4　鬼ごっこ（悪者をやっつけよう！）の単元の流れ

活動名 Ҷを作ɠう 「Ҷのᚓ」 జの実をɠう ম者をɗȶつけɛう

活動内߁ 新ᐨ್作り
ランʕング

新ᐨり

新ᐨʦールɗビーンʄʚッグ

をる
ম者にజの実をੵȥる

開ࠕ

・新ᐨጤの端を

り，ࢊくǿ

・ʅロʙンʐープ

Ⱥ端をႡɔるǿ

・新ᐨ್に好きな

色のɶʪʐープを

៶るǿ

・Ҷを持ȶてᠨり，յɽー

ナーにȶている教࢙の

Ҷに向かȶてҶをぶつけ

ながらᠨるǿ

・新ᐨጤをࢿȥてȶて

いる教࢙のとこɠɑȺᠨ

り，ҶをΈȶて新ᐨጤを

るǿ

・ඒのՓᤎと̬代するǿ

・りたいజの実をᤣび，Ҷ

を持ȶて高いͱᏚにあるజの

実の˩ɑȺᠨるǿ

・ᑔͩびをしたり，ジʭンプ

したり，ೠ子に̋ȶたりして

ҶをΈȶてజの実ɗਖ਼ጤをᕶ

とすǿ

・元の場にりՓᤎと̬代

するǿ

・ম者मɂ部ࠎの外Ⱥম者のʨス

クを着けるǿ

・ম者मがజの実をࣂにɃらɑく

いたȭらをするǿ

・॔者ɂম者の的ɗম者मに向

かȶてజの実ɗਖ਼ᚾҶをੵȥるǿ

・ম者ɂণしがȶてᣟȥ，॔者ɂ

ɗȶつけたことをぶǿ

関連する͑ᝢ ͑ᝢḩ，͑ᝢḪ ͑ᝢḫ，͑ᝢḭ ͑ᝢḩ，͑ᝢḫ，͑ᝢḭ ͑ᝢḧ，͑ᝢḨ，͑ᝢḬ，͑ᝢḭ
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知的障害特別支援学校における仲間と共に遊びの世界に浸り主体的に遊ぶ姿を目指した「遊びの指導」のあり方

2．単元「悪者をやっつけよう！」で行った仮説に基づ
く工夫と児童の変容

本単元のํɟを表 4にᇉすǿ

（1）仮説①について
仮説①に関する工夫
・ম者Ⱥあることが分かりɗすいɛうに ¬ ম者मɂ

にいʨスクを着けるǿ

・ম者をɗȶつけることをイʫージȺきるɛうに，子

どもᤎがɛくるアʕʫのう場面ȺΈႊȨɟてい

るをΈႊするǿ

仮説①に関する子ども達の姿
・ਖ਼ᚾҶɗజの実をਖ਼にすると ¬ どの児もすȣにম

者に向かȶていȶていたǿ

・ૌഈऻ，ͅの教࢙と遊びȺম者をɗȶつけたとᝈを

したऻに，ૌഈ中のことを९いҋしていたのかম者

をɗȶつけた場面ȺΈႊしたを᳣ඟȺඟȶていた

（ᵃ児）ǿ

̾ᝤがম者をしているか ¬ ম者ɂどのɛうな関Ρにあ

るのかということが ¬ ʨスクɗから子どもᤎに分かり

ɗすくなȶており ¬ Ȱɟがম者मにすȣに向かȶていく

姿につながȶたと९ɢɟるǿɑた ¬ 子どもᤎがম者मを

したときにも ¬ ʨスクを着けるとすȣに「いたȭらして

ɗる～」とম者調のᝈし方になȶたり ¬ ɗȶつけらɟな

いɛうに᭣ɦȺくるజの実にछたらないɛうにᡵ体を動

かしたりするなど ¬ すȣに自分のमҾを理ᜓして動こう

とする姿もらɟたǿʬʘだけȺなくもֆɔて ¬ Ȱの

ၥہが子どもᤎのमҾ理ᜓɗٍづくりにつながȶて

いたと考えらɟるǿ

（2）仮説②について
仮説②に関する工夫
・子どもᤎがɗȶつけたいと९えるキʭラクターとな

るɛうに，ᝈし方ɗᡵળりਖ਼ળりもম者らしくえ

るɛうにするǿ（本実践Ⱥɂ，「ম者」というキʭラ

クターにするǿҰ単元にऀき続き，「॔者のᜆ分」

もސ在している）ǿ

仮説②に関する子ども達の姿
・ম者が近͇いてくると，みɦなȺᪿɔた۾Ғなజの

実をܡɢɟないɛうに，జの実がоȶたዞをᑔ中の

ऻɠに᪫して˵ਖ਼をにࢿȥたり，ዞにᛷいᚱȨȶ

たりしてަɠうとしていた（ᵀ児）ǿ

・ম者にੵȥጶɢると ¬「ɗȶた～ᴞ」「ɗȶつけた

ȱᴞ」「早くੵȥてᴞ」という児の発があȶたǿ

・ɗらɟた॔者がՍȶていく場面になると ¬「Ȩɛう

なら～」とਖ਼をળȶてᣞるɛうになȶた（ᴿ児）ǿ

・ૌഈऻ ¬ ͅの教࢙に遊びについて尋ɀらɟると ¬「ম

者ɗȶつけた～」とኌえるɛうになȶた（Å 児）ǿ

ম者मを子どもպۢȺᚐȶて遊ぶことがȺきるɛう

に ¬ ఊқɂম者मの教࢙が子どもᤎのᪿɔたజの実をɃ

らଔくいたȭらをし ¬ ম者が対関Ρにあることの理ᜓ

をしたǿȰのऻ ¬ ম者मの本としてߋ山۾学の学生

ȨɦにૌഈにՎӏしてもらȶたǿこの遊びの世界の理ᜓ

についてɂ ¬ ఊқɂ子どもᤎの間Ⱥࢃがらɟたǿఊқ

からম者をȧȶこのとして理ᜓȺきている児もい

ɟɃ ¬ ఊқɂম者をてもͷのことかɛく分かȶていな

いറ子の児もいたǿしかし ¬ ୣ回のૌഈのऻ ¬ п員が

ম者मが対関Ρにあることを理ᜓしたറ子Ⱥあると

感ȫらɟ ¬ 子どもպۢȺম者मをᚐȶて遊ぶことにつな

がȶたと९ɢɟるǿ

（3）仮説③について
仮説③に関する工夫
・主体的に遊ぶことがȺきるɛうに，జの実をる活

動Ⱥɂజの実の場をᴱኙからᤣɦだり，高Ȩも

子どもᤎのᑔ˦をᠯえる高Ȩɗਖ਼をͩɃȮɃすȣに

ɟる高ȨからᤣɦだりȺきるɛうにするǿ

・Ҷを作るときの長Ȩ，太Ȩ，Έႊするɶʪʐープの

色を考えたりᤣɦだりȺきるɛうにするǿ

仮説③に関する子ども達の姿
・Ȱɟȱɟ好きな場ɗ高Ȩのజの実をᕶとしていた

（п員）ǿ

۰高いにあるజの実をɀらȶてなかなかᕶとȮ۾・

ないՓᤎに「ᠨȶてからジʭンプしたらいいɛǿ」

と応援していた（ᵄ児）ǿ

・好きな色のࢎɶʪʐープをࢊき͇けጶɢると，Ȩら

に別の色のɶʪʐープをࢊき͇け，ͷ࠙にもなȶて

いるҶを作ȶていた（ᴿ児）ǿ

・長Ȩ，太Ȩを好きな長Ȩにしたり，ࢎɶʪʐープの

色をᣩ中Ⱥ۰えたりして९い९いのҶを作ȶていた

（п員）ǿ

జの実をᕶとすときにɂ ¬ 高Ȩɗ色ɗढのᤏうజの実

をȰɟȱɟᤣɦȺᕶとしていたǿある児ɂ ¬ し高ɔߵ

のజの実をȶてᠨりながらդきᕶとしたり ¬ ある児

ɂҶをにして˵ਖ਼Ⱥऀȶ張るɛうにしてᕶとしたりし

ていたǿజの実の真˩にȶてҶをળる児もいɟɃ ¬

ジʭンプしたり ¬ ೠ子をΈȶてȶたりする児もい

たǿ自分のりたいజの実をるたɔにどうしたらɛい

のか ¬ Ȱɟȱɟが考えて ¬ Ȱのፀ果としてറȁなり方

として現ɟていたǿዊ単にɟないことも۹くあȶたが¬

子どもᤎɂɔることなくͷ度もભしていたのがԱ象

的だȶたǿこのͷ度もભする姿に主体的にりጸɓ姿

が感ȫらɟたǿɑた ¬ 自分のときだけȺなく ¬ Փᤎが

ɠうとしていてうɑくいかないറ子をつけたときに ¬

アドʚイスをᣞる児の姿もあȶたǿ自分のときだけȺ

なく ¬ Փᤎの活動をることからも意ඕ的に考えている

ことがቇえたǿ
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Ҷを作るときにɂ ¬ 自分Ⱥ作りたいҶを作るたɔにՓ

ᤎにਖ਼ͤいをɔたり ¬ 教࢙にᐨいたり ¬ 色を۰えてՓ

ᤎとのᤏいをҋしたりという姿がらɟ ¬ 子どもᤎȰɟ

ȱɟが९い९いに意ඕ的にҤ作にりጸɓ姿がらɟたǿ

（4）仮説④について
仮説④に関する工夫
・遊びの活動に対してঢ়着をもȶて遊ぶ姿をऀきҋす

ことがȺきるɛうに，活動ȺΈႊするҶを子どもᤎ

が自分Ⱥ作るɛうにするǿ

仮説④に関する子ども達の姿
・名Ұが書いていなくてもΈႊするときにɂ自分のҶ

を間ᤏいなくᤣɦだり，ɟてフʕʭフʕʭになȶ

てΈいにくいことに͇いていても，自分Ⱥ作ȶた

ҶをΈいたがる姿がらɟたǿ（п員）

ૌഈの中Ⱥɂ ¬ छқɂ۾人の作成したҶをΈႊして遊

びをᚐȶていたǿ۾人が作ȶたҶɂるからにҶȺあり¬

子どもᤎɂȰのҶを持ȶて遊ぶことをɦȺいるറ子が

らɟたǿしかし ¬ 自分たȴȺ作成したものをΈȶた方

がɛりঢ়着をもȶてഒしい持ȴȺ遊べるのȺɂないか

と考え ¬ 自分たȴがȰɟȱɟ९い९いのҶを作ȶたとこ

ɠ¬子どもᤎɂ自分ᤎȺ作ȶたҶにȰɟȱɟঢ়着を持ȴ¬

名Ұが書いていなくても自分のҶを間ᤏうことなくᤣɦ

だり ¬ 子どもᤎが自分たȴȺ作ȶたҶがɟがȶてし

ɑȶてΈいにくい状態になȶたとき教࢙が۾人が作ȶた

ҶをΈうɛうにしても自分Ⱥ作ȶたҶをਖ਼Ȱうとし

なかȶたりする姿がらɟたǿどの子も ¬ 自分Ⱥ作ȶた

ҶをにоȶてΈい続けるറ子がらɟたǿ自分Ⱥ作ȶ

たʬʘをΈႊすることȺ ¬ 遊びɋのঢ়着がɛりɑるറ

子がՙけらɟたǿ

（5）仮説⑤について
仮説⑤に関する工夫
・ௐ段の活動の中Ⱥもᚐȶているᠨる活動に，Ҷを

持ȶたɑɑᠨり，ᣩ中Ⱥҋ会ȶた教࢙॔者とҶをぶ

つけ合うという活動をጸみᣅɓǿ　

・高いとこɠにあるものを್Ⱥդいてるというௐ段

あɑりጽ験Ⱥきない活動をᚐうǿɑた，Ȱの高Ȩも，

考えて܁ࡾしないとることがȺきない高Ȩにして

おくǿ

仮説⑤に関する子ども達の姿
・Ҷを持ȶたりぶつけ合ȶたりすることにびを感ȫ

ているറ子がらɟた（п員）ǿ

・高いとこɠにあるజの実をるときにɂ，ᑔͩびを

したり，ジʭンプをしたり，ೠ子を持ȶてきて̋ȶ

たりしていて（َ 4），Ȱɟ自体をഒしɦȺᚐȶて

いるറ子がらɟた（п員）ǿ

図 4　高いところにある木の実をねらってジャンプしよ
うとする児童

日ࢠ的にɗȶたことのない ¬ ጽ験したことのないこと

Ƀかりをɔらɟるとき ¬ 子どもᤎの中にᫍしい ¬ Ⱥき

るかなとʗɶʐィブな持ȴをऀきᠭこしてしɑうこと

があるǿȰうかとȶて ¬ 日ࢠ的にᚐȶている ¬ ާ॑し

てȺきる活動Ƀかりをᚐȶても ¬ 子どもᤎの中にɗȶて

みたいという持ȴをऀきҋすことɂᫍしいǿこɟらを

ʚランスɛく ¬ 日ࢠ的にዊ単にȺきることと ¬ あɑりጽ

験したことのないことを活動の中にጸみᣅɓことにɛ

り ¬ 日ࢠ的にᚐȶていることについてɂާ॑してりጸ

み ¬ あɑりɗȶたことのないことについてɂ ¬ ɗȶてみ

たい ¬ どうしたらうɑくȺきるかなと生き生きした持

ȴをもȶてりጸɓ姿をऀきҋすことにつながȶたと९

ɢɟるǿ

（6）仮説⑥について
仮説⑥に関する工夫
・「ম者」のキʭラクターに教࢙が連ɟՍらɟるとい

う子どもᤎにとȶて意外Ⱥᯆくɛうな場面をᜫけ

るǿ

・జの実をる場面Ⱥ，జの実とともにߨኋをոすǿ

Ȱのߨኋɂп員の子どもᤎȰɟȱɟにໄ϶してあ

るǿߨኋの中にɂਖ਼ጤがоȶていて，Ȱɟȱɟにম

者になることをȶたり，॔者としてᬷ張ることを

応援したりする内߁が書かɟているǿ　

仮説⑥に関する子ども達の姿　

・教࢙が「ম者」に連ɟՍらɟてしɑȶたことに，と

てもᯆいているറ子がらɟたǿ（ᴾ児¬ᵀ児¬ᵁ児 ¬

ᵃ児 ¬ ᵄ児 ¬ ᵅ児 ¬ ᵆ児）

・自分ޱのߨኋをՙけると，ʹクʹクして早く開け

たいറ子がらɟたǿ自分のਖ਼ጤをたऻにɂ，Փ

ᤎがもらȶたਖ਼ጤの中ᡵを知りたくて「ȃȃくɦɂ

ͷて書いてあȶたのᴼ」と尋ɀたり，Փᤎのറ子

をて回ȶたりするറ子がらɟたǿ（ᴾ児 ¬ ᵀ児 ¬

ᵁ児 ¬ ᵃ児 ¬ ᵄ児 ¬ ᵅ児 ¬ ᵆ児）

遊びの世界にоȶている子どもᤎȺあȶても ¬ 一つの

活動をȭȶと続けていると᭯きが఼てしɑい ¬ つɑらな

くなȶて遊び続けることがᫍしくなȶてくることがあ

るǿ子どもպۢȺ発ࠕȨȮていくことがᫍしい子どもᤎ

の実態を考えると ¬ として遊びの世界を共して遊يᪿ

ぶ上Ⱥɂ ¬ 開にう॒要があȶたǿȰࠕ人主導Ⱥඒの۾

のときに ¬ 子どもᤎにとȶて̙外Ⱥ ¬ 意外性のある方

ศをႊいることȺ ¬ 子どもᤎの感情を動かし ¬ 自ུにȰ

の遊びをඒのࠕ開にሉᚐȨȮることがȺきるのȺɂない
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知的障害特別支援学校における仲間と共に遊びの世界に浸り主体的に遊ぶ姿を目指した「遊びの指導」のあり方

かと考えたǿ本単元Ⱥɂ ¬ ఊқɂп員が॔者मをしてい

たが ¬ ඒの段階としてɂম者मを子どもᤎにも体験ȨȮ

たいと९ȶていたǿȰこȺ ¬ 教࢙がম者मになり ¬ ୣ人

の児を連ɟՍȶてম者मの仲間にするというᜫްにし

たǿこのɛうなํɟにするたɔに ¬ ఊқɂ教࢙がম者म

に連ɟՍらɟるറ子を子どもᤎにȮたǿすると ¬ 子ど

もᤎɂとてもᯆいたറ子がらɟ ¬ ॑が動き ¬ Ȱɟにɛ

り自ུにඒのࠕ開ɋとሉᚐすることにつながȶたǿɑた¬

॔者とম者のमҾに分かɟるときにもただʫンʚーを

ҾりળȶてͤえるのȺɂなく ¬ ρȁの子どもᤎɋਖ਼ጤを

Έȶて知らȮるという方ศをȶたǿȰɟにɛり ¬ 自分

ɂȃȃだȶた ¬ Փᤎɂᴼというɛうに ¬ 自分だけȺなく

Փᤎがどのमになるかもᒾ֞をもȶて知ɠうとするറ子

がらɟたǿこのਖ਼ጤの場面についても ¬ 子どもᤎの॑

が動くറ子がらɟたǿこɟらの意外性のある方ศをႊ

いたことにɛり ¬ 子どもᤎの॑が動き ¬ 自ུにඒの段階

にሉᚐすることにつながȶたと考えらɟるǿ

（7）仮説⑦について
仮説⑦に関する工夫
間の指導႕Ⱥɂ，ጨయ遊び（ጤ）からȧȶこࢳ・

の単元に۰ɢる̙ްだȶたのȺ，ጨయ遊びȺጤを

Έȶた॔者の修ᚐの活動から，ম者をɗȶつける活

動に۰化ȨȮ，Ȩらにম者मをՓᤎպۢȺᚐうこと

にɛり॔者とম者のमҾに分かɟたȧȶこという

ɛうに単元を۰化ȨȮていくǿ　

仮説⑦に関する子ども達の姿　
・修ᚐをしてऐい॔者になȶたからম者をɗȶつける

力がついたことにጞ得し，ম者をɗȶつける活動に

意ඕ的にሉᚐする姿がらɟた（ᴾ児 ¬ ᵀ児 ¬ ᵁ児 ¬

ᵃ児 ¬ ᵄ児 ¬ ᵅ児 ¬ ᵆ児）ǿ

ጨయ遊びȺ感ᜁ的な遊びをഒしɓとこɠから ¬ ɛり遊

びを発ࠕȨȮるたɔにストーリーにしてඒの遊びにሉᚐ

ȨȮることにしたǿ子どもᤎにとȶてɂ ¬ ഒしɦȺいる

持ȴをȰのɑɑにඒのࠕ開ɋとሉᚐすることがȺき ¬

ȃȃのᚓしたいᴞとȶていた子どもも ¬ ম者ɗȶつけ

るᴞと持ȴをᣩҒɟȨȮȭにᤏう活動内߁Ⱥもഒしく

遊ぶറ子がらɟたǿ

3．単元「忍者村にお店を作ろう！」で行った仮説に基
づく工夫と児童の変容

本単元のํɟを表 5 にᇉすǿ

（1）仮説①について
仮説①に関する工夫
・おࣆɂ，子どもᤎが日ࢠ的に家族とҟႊするɛうな

レストラン，回ᢆߧձ，フɫーストフードのおࣆに

し，Ȱのおࣆを९いҋしたりイʫージしたりȺきる

ɛうにќ真ɗイラストをૡᇉするǿ

仮説①に関する子ども達の姿
・ќ真ɗイラストをて教࢙に好きなʫʕʯーをᝈし

たり，指ࢃししたり，「ʧʐト作りたいᴞ」など作

りたい物をขɔたりする姿がらɟた（п員）ǿ

・回ᢆߧձȺ᭥̜をしたことを९いҋして，َ 5 のɛ

うに，ᄧに回ᢆߧձのࣆの名Ұをоɟていた（ᵃ児）ǿ

表 5　お店屋さんごっこ（忍者村にお店を作ろう！）の単元の流れ

活動名
᭥べ物・ウɲストʧーʋ

作り
おࣆのໄ϶ おࣆȧȶこ ম者をɗȶつけɛう

活動内߁ ൌଵの᭥べ物を作る おࣆのʅッʐィング मをして遊ぶ員मɗࣆ
ࣗ˩のম者の的をɗȶ

つける

開ࠕ

・᭥べ物のイラストɗќ

真をて，作りたい᭥べ

物をขɔるǿ

・Έいたいయ୳ɗᤍщを

りにᚐき，作るǿ

・作ȶたൌଵの᭥べ物を

ᄧɗጤɽップにᢐȮるǿ

・作ȶたൌଵの᭥べ物に

名Ұをつけてʫʕʯーの

ጤに書くǿ

・ウɲストʧーʋ（៣ࢎ）

を作るǿ

・おࣆのᅆ板を作り，

ʥʹイトʦードに៶

るǿ

・᭥べ物のќ真ɗイ

ラストをʥʹイト

ʦードに៶るǿ

・ʐーブルɗೠ子を

ໄ϶するǿ

・ൌଵの᭥べ物をࣆ

に˶べるǿ

・自分の៣ࢎにൌଵのおᦂを持ȶてい

る児ɂम，持ȶていない児ɂࣆ

員मをするǿ

員मɂ「いらȶしɖいɑȮ～」とࣆ・

मをけ，ɴススʫのʫʕʯーをۦ

にͤえるǿ

ࣆमの児ɂ᭥べたい物をขɔて・

員मにͤえ，ൌଵのおᦂをຝして᭥べ

物をՙけるǿ

मɂʐーブルに᭥べ物をᤆɦȺ᭥・

べるɑɀをするǿ

・おᦂをՙけȶたࣆ員मɂमにな

り，᭥べጶえたमɂࣆ員मになり，

मҾをඒȁ̬代するǿ

・キʭスターʦードの

ʚスがɗȶてきたら，

おᦂを持ȶている児

ɂҶɗਖ਼ᚾҶを持ȶて

ʚスに̋るǿ

・ʚスに̋りながらࣗ

˩のম者の的に向かȶ

てҶをળȶたりਖ਼ᚾҶ

をੵȥたりして，ম者

をɗȶつけるǿ

関連する͑ᝢ
͑ᝢḧ，͑ ᝢḨ，͑ ᝢḩ，

͑ᝢḪ，͑ᝢḭ
͑ᝢḪ ͑ᝢḪ，͑ᝢḫ ͑ᝢḬ，͑ᝢḭ
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図 5　子ども達が作った模擬の食べ物　

ᕹをᐨいただけȺ考えたり९いҋしたりすることが

ᫍしい子どもᤎが ¬ ҟႊしたことのあるおࣆɗȰのࣆȺ

ҋȨɟる᭥べ物のќ真ɗイラストをたことȺ ¬ ҟႊし

たときの記ਝを९いҋしたり¬イʫージをもȶたりして¬

९い९いの᭥べ物づくりにりかかることがȺきたǿど

ɟを作るか९い͇くのがᫍしい児も ¬ ќ真ɗイラスト

をてᤣび ¬「ȃȃ作りたいᴞ」と作りたいものをขɔ

る姿につながȶていたǿ

（2）仮説②について
仮説②に関する工夫
・॔者のᜆ分がおࣆに఼てくɟるᜫްにすることȺ，

॔者がおいしいと᭥べてくɟるɛうに᭐ȶて᭥べ物

を作る活動をᚐえるɛうにするǿ

仮説②に関する子ども達の姿
・॔者のᜆ分がおࣆに఼てくɟたときにɂ，᭥べてく

ɟているറ子を真Ҷにަる姿がらɟた（п員）ǿ

᭥べ物をᛏ作するときにɂ ¬ 子どもᤎから「॔者のᜆ

分̾日఼るかなᴼ」などのۦがᐨかɟ ¬ ॔者に᭥べても

らうことをഒしみにして作ȶているറ子がらɟたǿȨ

らに ¬ 実᪨に॔者のᜆ分が఼たときにɂ ¬ ᄒȰɟȱɟの

おࣆの場からʐーブルについて៳ȶた物を᭥べている

॔者のᜆ分のറ子をかに真Ҷにަȶていたǿ作ȶて

ጶɢりȺɂなく ¬ ᄒ᭥べてもらうことをഒしみにशȶて

いたことがቇえる姿だȶたǿ

（3）仮説③について
仮説③に関する工夫
・主体的に作るたɔに，᭥べ物のᛏ作のときにɂ，˧

つのおࣆの中からどのおࣆȺȺも᭥べ物を作ȶてɛ

いことにするǿ

仮説③に関する子ども達の姿
・ఊқɂͷをどう作ȶてɛいか分からないറ子がら

ɟたが，Փᤎのറ子をているうȴに，いɠいɠな

᭥べ物を作る姿がらɟた（ᴾ児，ᴿ児，ᵁ児）ǿ

子どもにɛȶてɂ ¬ պȫおࣆȺȰのおࣆの᭥べ物を作

り続ける児もいɟɃ ¬ ˧つのおࣆを回ȶてȰɟȱɟの

おࣆの᭥べ物を作る児もいたǿȰɟȱɟのɗりたい

持ȴに合ɢȮてҤ作ȺきたことȺ ¬ どの子も᭯きること

なく作り続けるറ子につながȶたと९ɢɟるǿ

（4）仮説④について
仮説④に関する工夫
・ঢ়着をもȶて遊ぶことがȺきるɛうに，おࣆのᅆ板

ɗおࣆȺҋす᭥べ物などを自分ᤎȺ作るɛうにす

るǿ

・おࣆにとしてᚐくときにΈႊする៣ࢎを自分Ⱥ作

るɛうにするǿ

仮説④に関する子ども達の姿
・॔者のᜆ分がおࣆに᭥べに఼てくɟたときɗ教࢙ɗ

ՓᤎがおȨɦとしておࣆに఼てくɟたときにɂ，

自分が作ȶた᭥べ物を「おいしいȺすɛǿ」「ɴスス

ʫɂ，ȃȃȺすǿ」とӳɔ（َ ¶），᭥べてもらȶた

ことをぶ姿がらɟた（ᴾ児，T 児，U 児，a 児，

ᵄ児，ᵅ児，ᵆ児）ǿ

・作ȶた៣ࢎ（ウɲストʧーʋ）をᡵ体からᫌȨȭ۾

̜にしているറ子がらɟた（ᵀ児，ᵃ児，ᵄ児，

ᵅ児）ǿ

図 6　忍者の親分に食べ物を売る児童

みɦなȺ作ȶたおࣆにɂいɠいɠな᭥べ物が˶ɦだ

が ¬ おȨɦが఼ると自分が作ȶた物を᭥べてɎしくて

ӳɔる姿が۹くらɟたǿɑた ¬ ᭥べてもらうことにも

についてもࢎびを感ȫているറ子がらɟたǿ៣ ¬ 自

分Ⱥ色をᤣɦȺ作ȶた៣ࢎを۾Ғにするറ子がらɟ ¬

ིくし物をしɗすい児がɢɟなくても自分の៣ࢎを

に自分のロッɵーに࿁͇ける姿がらɟたǿここȺ̜۾

も ¬ 自分Ⱥ作ȶた物にঢ়着を感ȫ̜۾にしɛうとする姿

がらɟたǿ

（5）仮説⑤について
仮説⑤に関する工夫
・おࣆにᚐくときにɂとしてᤈȧすことしかጽ験の

ない子どもᤎが，ࣆ員のमをȺきるɛうにするǿ

仮説⑤に関する子ども達の姿
，の名Ұをጳ介したりࣆ員मをするときにɂ，おࣆ・

「いらȶしɖいɑȮ」と֣びけたり，ɴススʫを

ጳ介したりする姿がらɟた（ᴾ児，ᵀ児，ᵁ児，

ᵃ児，ᵄ児，ᵅ児，ᵆ児）（َ 7）ǿ
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図 7　友達同士で店員役と客役をしてお店屋さんごっこ
を行う様子

おࣆにᚐくときにɂいつもおȨɦȺある子どもᤎ

が¬ࣆ員のमをしてみることȺ¬「ͷを᭥べたいȺすかᴼ」

と自分Ⱥ考えてᐨく姿がらɟたり ¬ いつもɂણがᔍ

ਖ਼な児がおȨɦを֣びᣅɓたɔに「いらȶしɖいɑ

Ȯ～」と۾きなۦȺ教࢙ɗՓᤎに֣びけたりする姿が

らɟたǿ日ࢠ的Ⱥないことを遊びの中ȺᚐȶたことȺ¬

ɗȶてみたい持ȴをすことにつながり ¬ Ȱɟがௐ段

とɂᤏう姿をऀきҋすことにつながȶたと९ɢɟるǿ

（6）仮説⑥について
仮説⑥に関する工夫
・活動のఊ中に̙ఙȮȿタイミングȺ॔者のᜆ分から

ᝈがかかȶてきたり，ビʑɴʫッʅージがいたり

する（َ 8）ǿ

図 8　忍者の親分からのビデオメッセージ

仮説⑥に関する子ども達の姿
・॔者のᜆ分からᝈがかかȶてきたときにɂ，「Ї

もᝈしたーいᴞ」などとȶてᝈにҋたがり（َ

9），॔者のᜆ分とᝈȺ会ᝈをすることをഒしɓ姿

がらɟた（ᵁ児，ᵃ児，ᵄ児，ᵅ児）ǿ

・॔者のᜆ分からのビʑɴʫッʅージを真Ҷにたり

ᐨいたりするറ子がらɟた（п員）ǿ

図 9　忍者の親分と話したいために電話口に集まる子ど
も達

本単元Ⱥも ¬ 遊びをඒの段階に発ࠕȨȮたいタイミン

グȺ意外性のあることをᚐȶたǿこのᝈȺɂ ¬ ॔者の

ᜆ分からᝈがかかȶてきて ¬ ビʑɴʫッʅージをて

Ɏしいという内߁がͤえらɟたǿ॔者のᜆ分からのビʑ

ɴʫッʅージɂ ¬ ᄒ真Ҷにるറ子がらɟたǿȰこȺ

ɂ ¬ ॔者のᜆ分がक़しいのȺɾʙンを᭥べて元な人ɂ

ʚスに̋ȶてম者ᣝ治にᚐȶてきてɎしいという内߁

だȶたǿこのときも ¬ ॔者のᜆ分からのᝈに子どもᤎ

ɂᯆき ¬ ॑動かȨɟ ¬ 真Ҷに॔者のビʑɴにоり ¬ 意

ඕ的にඒのࠕ開を向ける姿がらɟたǿここȺも ¬ 子ど

もᤎにとȶて意外性のあることをᚐȶたことにɛり ¬ 子

どもᤎの॑が動き ¬ 自ུにඒの段階にሉᚐすることにつ

ながȶたと考えらɟるǿ

（7）仮説⑦について
仮説⑦に関する工夫
Ȩɦȧȶࠎࣆ間の指導႕Ⱥɂ，ȧȶこからおࢳ・

この単元に۰ɢる̙ްだȶたのȺ，॔者のᜆ分がম

者をɗȶつけるたɔにᬷ張ȶていたらɟておᒆが

ሳいたというᜫްにして，॔者のᜆ分においしいȧ

᭫を᭥べȨȮるたɔにおࣆを開こうという，おࠎࣆ

Ȩɦȧȶこの活動に単元を۰化ȨȮていくǿ

・おࠎࣆȨɦȧȶこだけȺ１校続けることɂᫍしい

実態があȶたのȺ，おࣆȺおいしいɾʙンを᭥べた

らみɦなȺʚスに̋ȶて॔者のᜆ分の代ɢりにম者

をɗȶつけにᚐくというᜫްにするǿ

仮説⑦に関する子ども達の姿
・॔者のᜆ分からࠍいたਖ਼ጤを読み，॔者のᜆ分がお

ᒆがሳいてম者をɗȶつけることがȺきないことを

理ᜓし，美֞しい᭥べ物を作ɠうとする姿がらɟ

た（ᴾ児 ¬ ᵀ児 ¬ ᵁ児 ¬ ᵃ児 ¬ ᵄ児 ¬ ᵅ児 ¬ ᵆ児）ǿ

・॔者のᜆ分からのビʑɴʫッʅージをて，॔者の

ᜆ分の代ɢりにম者をɗȶつけにᚐくことを理ᜓ

し，う意ඕを高ɔていた（ᴾ児 ¬ ᵀ児 ¬ ᵁ児 ¬ ᵃ児 ¬

ᵄ児 ¬ ᵅ児 ¬ ᵆ児）ǿ

・ʚスにͷ度も̋ȶてম者をɗȶつけにᚐこうとする

姿（َ 10）がらɟた（ᴿ児）ǿ

図 10　バスに乗って廊下の悪者をやっつける子ども達

ここȺも ¬ ȧȶȧの遊びをഒしɓとこɠから ¬ ɛり

遊びを発ࠕȨȮるたɔにストーリーにしてඒのおࠎࣆȨ

ɦȧȶこ遊びにሉᚐȨȮることにしたǿํɟとしてɂ ¬

おࠎࣆȨɦを作ȶて॔者のᜆ分に᭥べてもらうơ自分ᤎ

もおɗࣆ員になȶて៳ȶたりۨȶたりし ¬ ៳ȶたとき

にɂɾʙンを᭥べるơおᦂを持ȶている人ɂʚスに̋ȶ

てম者ᣝ治にᚐくというものだȶたǿここȺも ¬ 子ども

ᤎにとȶてɂ ¬ ഒしɦȺいる持ȴをȰのɑɑにඒのࠕ

開ɋとሉᚐすることがȺきているറ子がらɟたǿこの
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ऻ¬ఊऻにɂম者がこɟɑȺのいたȭらをみɦなにពり¬

Ȱɟをՙけてп員Ⱥ仲ᄽりをし ¬ ম者にもɾʙンを᭥べ

ȨȮてあȥるというํɟにし，Ȱɟをもȶて本単元をጶ

えたǿ

4．全ての単元を終えて
（1）単元のまとめ

ḧ॔者と遊ɦだળりᣌりをしɛう

・こɟɑȺのԡࢳ間のпての単元のќ真をʐレビ႕

面Ⱥп員Ⱥるǿ

Ḩ॔者がくɟたおɗつを᭥べɛう

・おࣆȺおいしいȧɂɦを᭥べȨȮてもらȶたおᇊ

として，॔ 者からࠍいたおɗつをみɦなȺ᭥べるǿ

ḩ॔者にਖ਼ጤを書こう

・॔者にਖ਼ጤを書きたい人ɂ，॔者にਖ਼ጤを書いて

॔者ʧストにоɟるǿ

（2）最終回の児童の様子
・こɟɑȺのќ真をるときにɂ，どの児もʐレ

ビにา目して真Ҷにているറ子がらɟた（َ

11）ǿ

図 11　これまでの自分たちの写真が映されたテレビを
真剣に見る子ども達

・「ਖ਼ጤȫɖなくてᝈȺᝈしたいǿЇɂਖ਼ጤɂ書か

ないǿ」とȶてՓᤎがਖ਼ጤを書くറ子をᅒɔてい

るറ子がらɟた（ᵃ児）ǿ

・ਖ਼ጤにɂ॔者ɋのおᕔ子のおᇊを書いていたが，書

きながら「Їɂఊқɂম者と仲ᓦくなかȶたけɟ

ど，ఊऻにɂ仲ᓦくなȶて॔者ともՓᤎになȶてݼ

しかȶたǿ」とᝈしているറ子がらɟた（ᵄ児）ǿ

・ௐ段ɂՓᤎと遊びたくても自分からうことɂߵな

いが，॔ 者ɋのਖ਼ጤにɂ「たのしかたɀ　あȰぼ」と，

ɑた一緒に遊びたい持ȴをͤえていた（ᴾ児）ǿ

図 12　忍者の親分への手紙を入れるポスト（左）と児
童が忍者の親分へ書いた手紙（右）

Ⅳ．総合考察
1．仮説について
本研究Ⱥɂ ¬ ˤつの͑ᝢをてȰɟに基づいた実践を

ᚐȶてきたǿこɟらの͑ᝢɂ ¬ Ȱɟȱɟが独したもの

として考えてきたが ¬ ͑ᝢに関する܁ࡾɗȰɟにɛる子

どもᤎの姿から共通する点があることが分かり ¬ 目指し

たい姿 ¬ ͑ᝢ ¬ とが関連して子どもᤎの姿をऀきҋ܁ࡾ

すことにつながȶたと考えらɟるǿ目指す姿と͑ᝢとࡾ

との関連を͏˩のَ܁ 13 にᇉすǿ

図 13　目指す姿と仮説と工夫との関連

͑ᝢについて理したとこɠ ¬ 目指す姿のキーʹード

に関連して上記のɛうに̝つのɵʐɾリに分けることが

Ⱥきると考えらɟたǿもう一つの「ͅ者と一緒に」の

キーʹードについてɂ¬͑ᝢの中にɂなかȶたものだが¬

͑ᝢをщ体化するたɔの܁ࡾとしてᚐȶてきたことにɛ

り ¬ ፀ果として目指す姿をऀきҋすことにつながȶたと

考えらɟるǿ本実践Ⱥてた͑ᝢɂ子どもᤎの実᪨の姿

ɗૌഈ記録おɛび記録႕Ѕからて，കɀ目指す姿をऀ

きҋしたと考えらɟるǿしかし ¬ Ȱɟをɛりऀきҋすた

ɔにɂ児の実態に合ȶた܁ࡾをᚐȶたことがɛり効果

的だȶたと९ɢɟるǿᪿيȺ遊ぶからにɂ，ͅ者とかか

ɢることɂいかɛうにも႕ȺきるǿここȺ主に支援が

॒要になȶてくるのɂ，イʫージをもつ，感情を動かす

という内面部分についてȺあり，Ȱɟをどのɛうに支援

するかについてɂ，Ȱɟらにつながる͑ᝢとȰɟを実現

するたɔの܁ࡾが॒要だȶたǿȰɟらの܁ࡾを考えるこ

とについてɂ۾きくهつのʧイントがあȶたと९ɢɟ

るǿ

一つ目ɂ，子どもの生活ɗጽ験をᡍɑえることȺあるǿ

えɃ，子どもᤎにとȶていをイʫージするをໄ϶

するときにɂ，子どもがௐ段どのɛうなアʕʫをてい

るかを知ȶている॒要があȶたり，おࣆのᤣᑆをᇉす

ときにも，子どもᤎがௐ段どのɛうなࣆをҟႊしている

かをੰ૱しておいたりすることが॒要Ⱥあȶたと९ɢɟ

るǿ̝つ目ɂ，子どもᤎのʕーʄɗ好みをੰ૱しておく

ことȺあるǿᤣᑆをいくらໄ϶しても，Ȱの中に子ど

もᤎがᤣびたいものがなけɟɃ子どもᤎɂᤣぶことがȺ

きないǿᤣびたくなるもの，ᤣɦȺᓦかȶたと९ȶても

らえるᤣᑆのໄ϶が॒要Ⱥあると考えるǿ˧つ目ɂ，

発ᤎ段階を考ਁすることȺあるǿ子どもᤎにとȶてпく
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Ⱥきないことを૬ᇉしても子どもᤎのɗるをऀきҋす

ことɂȺきないǿ子どもᤎɂ̾どの段階におり，ఊ近

ᬻ域ɂどのᣃりなのかのछたりをつけることが۾ҒȺあ

ると९ɢɟるǿهつ目ɂ，教య研究Ⱥあるǿこɟɂʬʘ

に᪅らȭ，キʭラクターにもछてɂɑるǿキʭラクター

がȰɟらしくえるたɔにɂ，ᝈすᕹだけȺɂなく，

どɦな動きをするか，ٍをҋすかも要な要ጨとな

るǿこɟらをᡍɑえたԚ分な教య研究がɔらɟると९

ɢɟるǿ͑ᝢをщ体化するにあたȶてɂ，こɟらのʧイ

ントをઃȨえて子どもᤎに合ȶた܁ࡾをᚐうことが۾Ғ

Ⱥあると९ɢɟるǿ

２．今後の課題について
本実践Ⱥɂ ¬ 遊びの中Ⱥ子どもᤎがどのɛうに感情を

動かし ¬ 考え ¬ 主体的に遊ぶことがȺきるかということ

を۾ҒにしてきたǿȰのことɂ ¬ ᇹᤎ支援者も子どもの

遊びの世界の中に一緒にоり ¬ ̾ͷを感ȫているのか ¬

どう考えているのかをፏえȭ読みɠうとしながらૌഈ

づくりをᚐうことにつながȶたと९ɢɟるǿՎᜊ者から

たᜊ的な姿もᡍɑえたૌഈづくりをᚐȶたが ¬ 実᪨

に子どもが感ȫていることɗ考えていることと ¬ 支援者

が読みȶていることがどɟだけ一ᒵしているかɂ分か

らないǿȰのことをࢠにॗɟȭ ¬ しかし可能な᪅り読み

ɠうとし続けること ¬ 支援者ɗՎᜊ者がた姿をɀ

合ɢȮて子どもᤎの遊びの世界にɛりоりᣅɔるɛうに

ӓ力し続けることがૌഈづくりをᚐう支援者にɔらɟ

る姿ӯȺあり資質を高ɔることにもつながると९ɢɟ

るǿ

ɑた，̾ऻこの͑ᝢをႊいてᤏう単元，ᤏうᪿيの子

どもᤎにૌഈをᚐう᪨にɂ，пくպȫことをᚐȶても̾

回とպȫ姿をऀきҋすことɂᫍしいと९ɢɟるǿૌഈȺ

の子どものՕ応をしȶかりキʭッʋした上Ⱥ，発ᤎ段階

ɗ生活ࢳᳮに合ɢȮて౬ᢅな発をもȴながら܁ࡾを

ɀていくこと，Ȩらに教࢙間Ⱥのસえを共しあうこと

が͑ᝢを生かしたૌഈづくりにおいて要Ⱥあると९ɢ

ɟるǿ
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